


















なお,              を実数空間T上の連続なランダム関数, 






































































































































































































































































































































































































































































































































































































(4) (2) ～(3)を繰り返し,         が変化しなくなったときの値および
に含まれる関数データ集合を中心関数および各クラスターとする. 
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(Flury, 1990, 1993)
(Ibragimov
 
& Rozanov, 1978)
(Tarpey
 
& Kinateder, 2003)
主要点と関数主要点との関係
関数データ解析においては, 関数データを正規直交基底を用いて展開する
手法が広く利用されている. この手法をランダム関数にも適用することで, 
(Tarpey
 
& Kinateder, 2003)
ランダム関数の関数主要点を, ランダム関数の正規直交基底の各係数を
成分とする空間上における多変量確率変数の主要点に対応する関数と
して表すことができる.
